
 資料１  

奥沢水源地 保存・活用検討委員会要綱 

 

（設置） 

第１条 奥沢水源地の保存・活用についての基本構想作成に際し、市民や関係者の意見を

広く反映させるため、奥沢水源地保存・活用検討委員会（以下「委員会」という。）を

設置する。 

 

（組織） 

第２条 委員会は、学識経験者及び関係団体からの推薦者による委員８名をもって組織す

る。 

 

（協議事項） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

 （１）奥沢水源地の保存・活用の基本的な考え方について 

 （２）その他 

 

（運営） 

第４条 委員会に委員長を１人置き、委員の互選により選任する。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員の互選により選出された者

がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

２ 委員長は、会議の運営上必要と認めるときは、委員以外の者に意見又は説明を求める

ことができる。 

 

 （任期） 

第６条 委員の任期は、第１回の委員会開催日から当該年度の末日までの間とする。 

 

（委員の報酬等） 

第７条 委員の報酬は無報酬とする。 

２ 委員会の参加に際し、委員には、市の一般職の職員に準じた旅費を支給する。 

 

（事務局） 

第８条 委員会の事務局は、小樽市水道局整備推進課に置く。 

 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮

って定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２４年７月６日から施行する。 



資料２

氏　名

奥沢水源地 保存・活用検討委員会　委員名簿

事務局

区　分

　杉本　扶美枝

　岩崎　栄知子

　石川　祥子

各種団体

　山﨑　範夫

　中村　全博

　小樽市水道局整備推進課

計８名　（敬称略　五十音順）

所　属

　北海道職業能力開発大学校

　北海道教育大学教育学部札幌校

　ネットワーク・らん

（委員長）

　佐藤　利次

　駒木　定正

　今　尚之

　奥沢地区連合町会

　特定非営利活動法人　自然教育促進会

　小樽観光大学校「おたる案内人」

　社団法人　小樽観光協会

　小樽商工会議所

学識経験者



貯水池（奥沢ダム） ろ過池（奥沢浄水場）

階段式溢流路
いつりゅうろ

～ 奥沢水源地の歴史と現状等について ～

第１回

検討事項 『奥沢水源地の歴史と現状等について』の説明
・水源地現地視察
・奥沢水源地の現状説明 など

第２回

検討事項 『課題と基本方針』について

第３回～

検討事項 『奥沢水源地 保存・活用基本構想（案）』について

資料４



① 奥沢水源地の歴史について

② ダムの廃止に至った経緯について

③ 奥沢水源地にある既存施設について

④ 奥沢水源地の関連計画
及び検討課題について

P 1

P10

P18

P31

1

導水トンネルの建設

創設当時の階段式溢流路
いつりゅうろ

現在の階段式溢流路
いつりゅうろ



奥沢水源地 水道施設

小樽港 北防波堤

小樽運河

小樽港 南防波堤

●位置

2

小樽駅

１９０８年（明治41年）1月４日 起工

１９１４年（大正３年）９月３０日 竣工

１９０９年（明治42年）４月７日
洪水災害

１９１１年（明治44年）
８月１６日、１０月１８日 洪水災害

-沿革-

６年９ヶ月
起工～貯水池より通水開始

●沿革

3



●給水区域（４８４ｈａ）・・・大正３年（1914年）

小樽港 北防波堤

奥沢水源地 水道施設

配水池

4
明治41年(1908年)完成

「近代水道百選」（奥沢水源） 昭和６０年選定

「近代水道百年の歩み」付録より

【名称】

奥沢水源（大正３年９月３０日）

【所在地】

小樽市天神２丁目

【選定分類】

○近代水道史的施設

○水道技術史的施設

○環境・景観的施設

【選定理由】

当時の最先端の技術でつくら

れたアースダム。

階段式溢流路は、２１ｍの落

差を１０段で流下させるもので、
その水すだれと流路にかかる
水管橋は、周辺の植栽と調和
した見事な景観美を形成。

5

いつりゅうろ



土木学会選奨土木遺産 （平成２０年度）

公益社団法人土木学会のホームページより

銘板台座 （奥沢ダム水管橋付近）

銘 板

6

北海道開発を支えた港湾都市小樽で建設後90年
を超える現役の水源。寒冷地での工事技術、階段
状溢流路の水流が高く評価される。

●地域との係わり

奥沢ダム

◆見学会（水道学校等）、一般開放（水道週間）

7



水道創設９０周年記念
平成１６年 ９月 製造開始
平成１７年１１月 試験販売開始
平成１８年 ６月 本格販売開始

平成２３年９月より豊倉浄水場の浄水を使用して
製造しております。

8

・奥沢水源地は小樽市の水道施設の起源であり、かつ
100年に及び小樽市民の貴重な水源として貢献

9

奥沢水源地の歴史的価値

・明治時代の最新土木技術を結集した水道施設

奥沢水源地は、先人が残した貴重な
『歴史的な遺産』である



10

稼動当時のろ過地 稼動当時の貯水池状況

堤体の陥没が発生

～ 堤体上流面の陥没箇所の発見（平成２３年８月５日） ～

陥没箇所

ダム底部の漏水量の増加等により異常を察知
パイピング現象※により、地盤にゆるみが生じたもの

11

※パイピング現象：土中の浸透水によって水みちができる現象



そ こ ひ

・非越流型アースダム

堤心壁（ﾊﾟｯﾄﾙ）
が現行基準と不
一致

１.奥沢ダム構造上の問題

底樋（導水ﾄﾝﾈﾙ）
が堤体内を通過
現行基準では不可

12

堤体基礎全体が
岩着していない

現行基準では不可

現行基準に合わない構造
であり、改修には数十億円
の費用を要する

ダム廃止の理由

堤体高 ２８．１５ｍ
堤体長 ２３４．５ｍ

２. 市全体の水運用の確保

奥沢浄水場の１日平均浄水量は約4,000 であり、市内
の水道水供給量の約８％を担っていた。

奥沢ダムを廃止した場合でも、今まで担っていた水量は
他の水道水源で補完することができる。

13

1.奥沢ダムの構造上の問題
2.市全体の水運用の確保 より、

『奥沢ダムの廃止』を決定

ダム廃止の理由



降雨時対策①
（排水ポンプ等設置）

小樽市設置ポンプ ９台

北海道設置ポンプ １５台

６台

９台

北海道開発局 ポンプ自走装置 ８台 取水塔

14

堤体変状時の対応

15

降雨時対策②
（二股沢川仮水路布設）

管路部

開水路部
堤体陥没箇所

吐口部

流入部

堤体陥没箇所



取 水 塔

取水能力
取水口（第１～第３）＋削孔口 ６０.０ ／min

φ600

削孔口

16

降雨時対策③
（取水塔取水口削孔）

奥沢ダム廃止前

現 在
旧堤体ライン

17

融雪期対策



18

冬期の溢流路
いつりゅうろ

現在のろ過地

奥沢水源地 現地航空写真 （Ｈ12.6月撮影）

19
奥沢水源地検討区域



天神浄水場

⑦奥沢浄水場

勝
納

川

勝納川

二股沢川

⑥ダム堤体

水源橋

⑤引入口堰堤・
放水路非常水門

二股沢川
流量観測場所

④
導

水
ト
ン

ネ
ル

②取水塔

水
管

橋

③
放

水
路

①
階

段
式

溢
流

路

創設水道施設①～⑧

奥沢水源地 既存施設位置

漏水観測室

水路

0 2550 100 200m

20

⑧洪水吐

いつりゅうろ

②桟橋（夫婦橋）

取水ゲート・樋門

勝納川
流量観測場所

資材庫

掘削土砂置場

広場

天神送水ポンプ場

広場

①階段式溢流路

階段式溢流路

・階段式溢流路は創設水道
施設の中でも景観に優れ
ている

水管橋

21

創設水道施設

平成18年度護
岸改修済

いつりゅうろ



②取水塔・桟橋（夫婦橋）

22

コンクリートの周りを石張

創設水道施設

創設時のまま
落橋により架け替え
られている(S53)

・創設当時のまま現存するが、
健全度などの評価は行われ
ていない

過去の
水面位置

取水塔

桟橋（夫婦橋）

大正三年八月工作

③放水路

23

創設水道施設

河底は石張りで整備されている

放水路にある落差工

・河川区分の変更に伴い、
勝納川の本流となる予定



④底樋（導水トンネル）

・陥没の原因となった箇
所は閉塞されている

・導水トンネル入り口よ
り内部の観察は可能

気泡モルタル充填済

導水トンネル全長 Ｌ＝126.7ｍ

24
導水トンネル内部 導水トンネル入口

創設水道施設

そこひ

⑤引入口堰堤・放水路非常水門
創設水道施設

・創設当時のまま現存
25

引入口堰堤

放水路非常水門



⑥ダム堤体

・現在は二股沢川の河川水を勝納
川へ導く水路が設置されている

26

創設水道施設

堤体遠景 旧貯水池遠景

⑦奥沢浄水場

・ダムの廃止に伴い休止中
・再稼動には取水口や沈砂池等の設置
が必要となる

水道施設として再稼動
させると、人の立ち入り
は制限される

27

浄水場内ろ過池

創設水道施設



⑧洪水吐

・創設当時のまま現存
・底は石張りとなっている 28

創設水道施設

奥沢水源地 その他施設Ⅰ
①

②

③

④

29

①漏水観測室

③放水路を渡河
する水源橋

④二股沢川に位置す
る流量観測計

②勝納川にある
流量観測場所



奥沢水源地 その他施設Ⅱ
⑤

⑥

⑦

⑧

30

⑤水源地内広場にある水飲み場

⑦勝納川からの引込口に
ある取水ゲート・樋門

⑧

⑥水源地内広場にあるトイレ

⑨

⑨
堤体掘削で発生した土砂の置場

31



●広域位置図

32
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１. 関連計画について

33



『歴史と文化が息づく 健康、にぎわい、協働のまち』

○まちづくり5つのテーマ
1. 心豊かに学び、地域文化をはぐくむまち

〈生涯学習〉
2. ともに支え合い、安心して健やかに暮らせるまち

〈市民福祉〉
3. 安全で快適な住みよいまち

〈生活基盤〉
4. 人・もの・情報が交流する活力あるにぎわいのまち

〈産業振興〉
5. 自然とまちなみが調和し、環境にやさしいまち

〈環境保全〉

○計画期間：平成21年度～平成30年度

○将来の都市像

第6次小樽市総合計画

34

関連計画

『未来と歴史が調和した 安心、快適、躍動のまち』

○まちづくりの3つの基本方針
1. 自然を大切にし、歴史を育むまち

〈環境と調和する都市をめざして〉
2. 活気あるまち

〈活気ある産業・交流都市をめざして〉
3. 安心して快適に暮らせるまち

〈安全で快適な都市をめざして〉

○計画期間：～2010年代後半

○将来の都市像

都市計画マスタープラン

奥沢水源地は拠点となる
公園緑地を検討すると位
置づけられている

南小樽地域出典:都市計画マスタープラン 35

関連計画



08

『市民と育む みどりあふれる、ゆとりあるまち小樽』

○計画期間：平成10年度～平成32年度

○基本理念

緑の基本計画

計画地は良好な
環境を活かした
風致公園※として
整備すると位置
づけている

出典:緑の基本計画 36

○緑の将来像

１. 人と自然が共生するまち

２. みどりが広がる安心・快適
なまち

３. みどりを通して市民どうし
がふれあえるまち

【緑の将来像図】

※風致公園：良好な水辺地、樹林地の自然環境
が残されている土地や、歴史的に
意義深い土地などを一体として取り
込んだ公園。

関連計画

37

北海道新幹線 新小樽（仮称）駅周辺整備構想（概要）

至 奥沢水源地

奥沢浄水場（ろ過池）

出展：「北海道新幹線 新小樽（仮称）駅周辺整備構想（概要）」



勝
納

川

勝納川
二股沢川

これまでの河道
新たな河道(予定)0 2550 100 200m

既設放水路を
河道とする

ダムの廃止に伴い、勝納川、二股沢川
の河道の変更を行う（予定）

38

河道計画について

２.法規制について

39



奥沢水源地検討区域

奥沢水源地 都市計画区域としての位置付け

計画地は市街化調整区域となって
おり、市街化を規制する区域である 40

法規制

天神浄水場

奥沢浄水場
ろ過

池

勝
納

川

勝納川
二股沢川

ダム

鳥獣保護区

奥沢水源地 鳥獣保護区としての位置付け

鳥獣保護区とは「鳥獣の保護及び狩猟の適正化
に関する法律」に基づいて指定された区域であり、
原則として鳥獣の捕獲は禁止されている。

41

法規制

0 2550 100 200m



天神浄水場

奥沢浄水場
ろ過

池

勝
納

川

勝納川
二股沢川

ダム

自然景観保護地区

奥沢水源地 自然景観保護地区としての位置付け
自然景観保護地区とは森林、草生地、山
岳、丘陵、渓谷、湖沼、河川、海岸などの
所在する地域のうち、良好な自然景観地
として保護することが必要な地区。

42

法規制

0 2550 100 200m

３.検討課題について

43



検討課題

44

②自然景観をどのように保存・活用するか

・自然景観等を活かした憩いの場の創出
など

①歴史的資産をどのように保存・活用するか

・創設水道施設であることを後世に伝承
など

奥沢水源地の保存・活用について



資料５

月

８月

１１月

   １月
 　  ～
　   ２月

●８月２８日：第１回検討委員会開催

　・現地視察
　・委員等の紹介、委員長の選任
　・奥沢水源地の歴史と現状等について、事務局から説明
　　１）奥沢水源地の歴史について
　　２）ダムの廃止に至った経緯について
　　３）奥沢水源地にある既存施設について
　　４）関連計画及び検討課題について
　・意見交換

●１１月上旬～中旬：第２回検討委員会開催（予定）

　・奥沢水源地保存活用の課題と基本方針について

●１月中旬～２月：第３回以降検討委員会開催（予定）

　・奥沢水源地保存活用の基本構想（案）について

奥沢水源地 保存・活用検討委員会のスケジュール

委員会の内容
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